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DGS 線図 

 
代表的な垂直探触子に対するDGS線図を掲載する。 
垂直探触子のDGS線図は、エコーがパルスで、Qの値が2.5（エコ－のサイクル数が3.5程度）のエコ－

についてDGS線図を計算した。 
Qの値は、JIS G 0587の用語で次にように定義されている。すなわち、「使用する超音波探傷器と超音波

探触子とを組み合わせた状態で、周波数分析を行い、測定された中心周波数を帯域幅で除した値をQ 値と

いう」。帯域幅は、振幅が50%のところで求める。 
周波数分析は、与えられた波がどのような振動数の正弦波の重ね合せであるかをフーリエ変換で分析す

ることであり、高速フーリエ変換（fast Fourier transform、略号FFT）で求めるのが普通である。 
パルス（Q=2.5、サイクル数＝3.5）の波形とFFT結果の例を右の図

に示す。この図において、中心周波数が1.93MHz、帯域幅が0.78MHz
とされているから、Q=1.93÷0.78≒2.5である。なお、波形の最大振幅

の±20%を超える上と下のピークの数の和(3+4=7)の1/2がサイクル数

3.5である（JIS Z 2350参照）。 
従来のテキストに掲載されていた DGS 線図は、サイクル数が十分

多いパルスに相当する連続波で計算したものであった。 
しかし、実際には、サイクル数が少ないパルスが使用されている。それで、実際に使用されているパル

スで計算したものが望ましい。最近漸く垂直探触子についてパルスの DGS 線図を計算できるようになり、

鍛鋼品の超音波探傷の JIS G 0587：2007に採用されたので、パルスのDGS線図を掲載することにした。 
従来のDGS線図では、近距離では精度が悪いと考えて、近距離の範囲を破線にしていた。パルスのDGS

線図は従来のDGS線図と比較して、近距離での波打ちが少なくなっており、実用されている垂直探触子に

役立つものと考えられる。 
右の図は、2.25M28N に対するパルスのDGS 線図の計

算値と実験値（1960 年頃）とを比較したものである。昔

の装置なので、エコ－のサイクル数が８ないし10であっ

たと思われるので、Q の値を 6 として計算した。計算値

と実験値はかなり良く一致しているので、計算方法は適

切であったと思われる。 
このテキストでは、最近の垂直探触子の特性を調査し

た結果に基いて、Q の値を2.5 としたから、Q の値が1.0
前後（エコ－のサイクル数が1.5）の高分解能探触子を除けば、精度はかなり良いであろう。 

 
使用できる条件は下記の通りである。 
(1) エコ－の中心周波数が、公称周波数と誤差10%以内で一致していること。 
(2) 試験体の材質が、低炭素鋼ないし低合金鋼（縦波音速が5920m/s程度程度）であること。 
 
なお、垂直探触子の記号の後ろのQ=2.5は、エコ－のFFT（周波数分析）の結果の（ピーク周波数）/（帯

域幅）の値が2.5であることを意味している。 
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